
夏
目
漱
石
は
終
生
自
ら
の
内
部
に
、
ま
さ
に
痛
象
と
し
て
感
受
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
そ
の
胃
部
不
安
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
不
断

に
「
人
生
」
そ
の
も
の
の
本
質
を
凝
視
し
つ
づ
け
た
。
そ
し
て
、
そ

じ
し
よ
う

の
生
涯
を
か
け
た
自
照
の
成
果
を
、
そ
の
一
作
一
作
に
、
文
字
通
り

ち
ょ
う
し
ん
る
こ
つ

彫
心
鎖
骨
し
な
が
ら
、
形
象
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

漱
石
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
四
十
年
（
一
九
○

七
・
四
一
才
）
の
仲
春
に
、
池
辺
三
山
（
当
時
の
東
京
朝
日
新
聞
主

筆
）
の
来
訪
を
受
け
て
、
そ
の
新
聞
社
へ
の
入
社
を
決
意
す
る
。
や

が
て
東
京
大
学
・
第
一
高
等
学
校
に
辞
表
を
提
出
、
そ
れ
ま
で
の
約

な
げ

十
五
年
間
の
教
師
生
活
を
一
気
に
櫛
う
っ
た
。
爾
来
、
彼
は
少
く
と

も
年
に
一
回
、
毎
回
百
回
程
度
の
連
続
長
篇
小
説
を
朝
日
新
聞
に
害

夏
目
漱
石
の
胃
病
と
そ
の
文
学

Ｉ
修
善
寺
の
大
患
を
中
心
と
し
て
Ｉ

高
橋
正
夫

く
義
務
を
負
う
、
専
属
作
家
と
し
て
の
道
を
歩
き
始
め
た
。

漱
石
自
身
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
そ
の
実
生
活
と
藝
術
に
と
っ
て
の

う
ず

一
大
転
機
で
あ
っ
た
と
と
も
に
、
ま
た
自
ら
の
内
部
に
深
く
癌
い
て

止
ま
な
い
、
そ
の
「
死
に
至
る
病
」
に
対
す
る
、
新
た
に
し
て
望
み

な
き
宣
戦
の
布
告
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

漱
石
が
、
入
社
後
の
最
初
の
長
篇
小
説
『
虞
美
人
草
』
の
発
表
以

来
、
い
わ
ゆ
る
前
期
三
部
作
、
後
期
三
部
作
と
、
相
次
ぐ
力
作
を
世

か
が
や

ぶ
ん
う
ん

に
問
い
続
け
た
、
そ
の
光
り
輝
く
十
星
霜
の
文
運
は
、
同
時
に
ま

う
ち

た
、
彼
自
ら
の
そ
の
衷
な
る
死
病
と
の
、
涯
し
な
い
苦
闘
に
明
け
暮

ゲ
シ
ッ
ク

れ
た
、
暗
然
た
る
病
苦
の
歴
運
で
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

最
晩
期
の
夏
目
撤
石
が
、
自
伝
的
小
説
『
道
草
』
完
結
後
半
歳
に

し
て
、
再
び
起
筆
し
た
そ
の
未
完
の
大
作
『
明
暗
』
を
、
遂
に
一
八

さ

八
回
を
限
り
と
し
て
永
久
に
書
き
止
し
た
ま
ま
、
五
十
才
を
一
期
に

し
ゆ
く
あ

た
お

宿
洞
の
胃
潰
瘍
に
蝿
れ
た
と
言
う
事
実
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

真
に
壮
絶
に
し
て
象
徴
的
な
出
来
事
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
特
に
所
謂
「
修
善
寺
の
大
患
」
と
、
そ
れ

い
さ
さ

に
呼
応
す
る
名
品
『
思
い
出
す
事
な
ど
』
を
中
心
に
、
珊
か
小
考
を

試
ゑ
た
い
。

（
な
ほ
、
此
の
小
論
は
先
の
『
漱
石
文
学
と
胄
病
」
八
杏
林
大
学
教
養
紀
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要
・
第
十
一
集
．
一
九
九
○
年
三
月
Ｖ
を
、
今
回
構
想
を
新
た
に
、
標
題

を
改
め
随
所
に
大
幅
な
加
除
修
正
を
施
し
て
、
全
面
的
な
補
整
更
新
を
行

ね
ん
の
た
め

っ
た
も
の
で
あ
る
。
為
念
付
記
す
る
。
）

（
杏
林
大
学
）

一
八
九
二
（
明
治
二
）
年
、
火
傷
後
の
開
指
術
に
よ
り
野
口
英
世

を
医
に
進
ま
せ
た
渡
辺
鼎
に
つ
い
て
は
、
谷
津
三
雄
「
ド
ク
ト
ル
渡

辺
鼎
に
つ
い
て
」
、
友
田
康
雄
「
会
津
藩
医
学
史
並
び
に
明
治
以
後

の
医
史
」
で
そ
の
略
歴
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
在
日
中
の

業
績
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
る
。

渡
辺
鼎
は
、
一
八
五
八
（
安
政
五
）
年
九
月
七
日
、
現
福
島
県
耶

麻
郡
西
会
津
町
野
沢
に
、
渡
部
思
斉
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父

は
一
八
二
九
年
野
沢
に
生
れ
た
僧
で
、
漢
学
を
良
く
し
寺
小
屋
「
研

幾
党
」
を
開
塾
、
県
議
会
の
前
身
福
島
県
民
会
議
員
を
勤
め
る
等
し

た
。
鼎
は
、
一
八
七
一
年
高
島
易
断
の
創
始
者
、
実
業
家
の
高
島
嘉

右
衛
門
が
、
西
洋
学
に
基
づ
く
人
材
育
成
の
た
め
、
横
浜
伊
勢
山
下
に

設
立
し
た
高
島
学
校
に
入
学
、
ジ
ョ
ン
・
バ
ラ
に
英
学
、
モ
リ
ス
に

野
口
英
世
の
師
、
渡
辺
鼎
の
業
績

石
原
理
年
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